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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、近年新たな地域の場として注目されているコミュニティ・カフェを対象として、そこに実現されている
場所の質と地域社会における意義、その場を維持・運営する「主（あるじ）」の役割と計画論について分析・考察を
行っている。具体的には、文献調査、アンケート調査、及び３つのコミュニティ・カフェの詳細なフィールドワーク
を通して以下のような研究成果を上げている。 
⑴ 社会の様々な場面で用いられるようになった「居場所」に関する既往文献・研究を整理して、居場所には、今の
ままの自分で居られる、自分の場を発揮することができる、世界を垣間見ることができる、という３つの意味がある
こと、新しい地域の場を考える上で、特に３つ目の意味に関連して、親密な関係でも全くの他人でもないような中間
的な関係が重要であることを指摘している。 
⑵ 中間的な関係として異世代の顔見知りの人との接触に注目し、大学生を対象とした調査を行い、子ども・若者に
とっての異世代の顔見知りの人として、近所の人、習い事の先生、友人の家族、散髪屋など、場所を責任もって維持・
管理している「主」というべき人の場合が多いこと、またその関係は別目的で場所を訪れたり通りかかることに付随
して生まれる傾向があることを明らかにしている。 
⑶ 各地のコミュニティ・カフェの予備調査を踏まえて、早い時期に開設され運営が中断することなく継続され地域
の重要な場となっている、親と子の談話室「とぽす」、ふれあいリビング「下新庄さくら園」、「ひがしまち街角広場」
を対象として、実態調査と主へのインタビュー調査を行い、これら３つが共に、利用対象者が特定されていない、過
ごし方が決められていない、関係性が固定的でないなどの「開かれ」た特徴を持つ、従来にない公共的な場となって
いることを明らかにしている。 
⑷ 調査したコミュニティ・カフェの運営は極めて柔軟で、ある出来事へのその都度の対応の積み重ねによって変化
していること、更に、さくら園開設の目標であった「ふれあい」の中身（実態）が「活動への参加」から「多様な社
会的接触」へ変化していった例のように、施設・場所の目的の中身が予め確定しているのではなく、運営を通して事
後的に形成されていることを明らかにしている。 
⑸ 各々の主は、以上のような場の「開かれ」た性格や、柔軟な運営方針について意識的・自覚的であり、また媒介
役としての利用者の多様な社会的接触のサポートや、その為の場のしつらえや管理など、場の立ち上げから日々の実
践まで決定的な役割を果たしていることを明らかにしている。 
 以上のように、本論文は、今後の地域における新たなタイプのパブリックな場を構想・デザイン・運営する上で、
貴重な知見を提出しており、建築計画・都市計画の発展に寄与するところ大である。よって本論文を博士論文として
価値あるものと認める。 
